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｢一一肝要高麗面‾‾｢

ドキュメントワープロ スーパー3000

日立ドキュメントワープロ スーパー

3000(以下,スーパー30()0と略す｡)は,

従来のワードパルシリーズの特長を引

き継ぎながらも,DTPの世界を指向す

るものとして開発した(図1)｡

l.主な特長

スーパー3000は,ワードプロセッサ

(以下,ワープロと略す｡)感覚の簡単な

操作を基本としている｡文字入力は他

のワードパルと同様である｡文字入力

以外は主にマウスで操作する｡マウス

の特長を生かせば,簡単な文書編集も

図l スーパー3000の外観

従来のワープロ以上の効率で行うこと

が可能である｡

スーパー3000は,切り貼(ば)り作業

を不要にすることを目指したワープロ

である｡領域を用紙の上に自由に配置

し,領域の配置を容易に調整すること

表l スーパー3000の主な仕様

ができる｡これによr),表現力豊かな

文書の作成ができる｡

2.主な仕様

スーパー3000の主な仕様を表1に示

す｡

(日立製作所 OA事業部)

項 目 仕 様

表 示
15インチ,l′024×720ドット,マルチウインドウ,画面分軌

文字24×Z4トノト,16×16ドット 8×8ドット

入 力 自動･一括･複数文節仮名漢字変換

辞 書 基本辞書は複合語を含めほ0.000語

書 式 ページ単位の用紙サイズ･余白変更,領域単位の書式設定

編 集

本文,囲み,英文(本文,囲み),数式,文字泉 数表,グラフ,図形,イメージ

領域の複写･移動･サイズ変更,本文排他要否,透明･不透明,領域の重ね順変更

ヘルプメッセージ表示

データ交換 各文書･領域間の文字列･けい線,表データーグラフ,グラフの固形化

文書管理 キャビネット,3階層のホルダー

印 刷

レーザ 240ドット/インチ,最大8枚/分,書体:明朝,ゴシック,

プリンタ 文字サイズ:8ポ,10.5ポ,12ポ 用紙:A3,A4,A5,B4,B5,はがき

ワイヤドットプリンタ接続可

編集との完全並行処理,ヘッダ･フッタ

オプション
レーザプリンタネット(ワーフ0ロ8台),アウトラインフォント,

コンバータ用5インチFDD,分野別辞書,PALCALCほか

日立ラップトップ形図示入力装置"GPCLOIH”

近年,生産現場のFA･CIM化が進む

中で,機器の中心となるPC(プログラマ

ブルコントローラ)の市場は年々拡大し

てきた｡こうした中で,シリーズとし

ての差異化を図るため,PC本体ととも

にマンマシンインタフェースであるプ

ログラミング装置の高機能化が重要な

課題になっている｡

HIZAC Hシリーズでも3機種のプ

ログラミング装置を品ぞろえしている

が,この中の最上位機種である図示入

力装置では,′ト形･軽量および高機能

図l 図示入力装置GPCLOtHの外観

化が強く望まれていた｡そこで従来の

ディスクトップ形に代わる持ち運びが

便利なラップトップ形図示入力装置

"GPCLOIH''を開発した(図1)｡

l.主な特長

(1)小形･軽量のラップトップ形

従来機種に対し,質量比70%,容積

比40%を実現Lた｡

(2)停電バックアップ機能

プログラム作成中に誤って電i原を切

断しても,作成中のユーザープログラ

ムの保全ができる｡

(3)キーボード機能の向上

FA機器に必要な防塵(じん)性を維

持したまま,従来のフラットキーから

ボタンキーに変更し,キータッチを向

上した｡また,用途によI)標準JISキー

ボードの接続も可能である｡

2.主な仕様

新形グラフィックプログラミング装

置(GPCLOIH)の主な仕様を表1に示

す｡

(日立駄作所 商品事業本部)

表I GPCLOIHの主な仕様

項 目 仕 様

表
示

部

表 示 器 プラズマティスプレイ

画面サイズ 202×154(mm)(柑インチ)

表示容量 640×400ドット 80字×25行

キ
l

入

力

キ ー 数 158キー

ストローク l.Imm

部 入力確認 クリック感,ブザー音

外 部 記 憶

FDD 3.5インチ×2

CMT オーディオカセット

7‾一フ

停
電

記憶内容

l.シーケンスプログラム

2.パラメータ

保

障
プ

パスワード,CPUタイプ,

運転パラメータ,メモリ割り
ロ

ぞ
フ

付け 停電記憶指定範囲

け0割り付け,プログラム名
ム

メ

モ

リ

3.ポート設定

記憶時間 約l時間

電 源 AC90～t10V 2A 50/60Hz

周 囲 温 度 5～35℃

周 囲 子昆 度 35～80%RH(結露なきこと)

寸 法 幅315×奥行395×高さ80(mm)

質 里 約8kg
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二重匝二二二二二二二]
日立パーソナルコンピュータB16EX-Ⅲ･EX-Ⅲモデルm･HX-Ⅱ

近年,パーソナルコンピュータ(以下,

パソコンと略す｡)をビジネスでもプラ

イベートでもフルに活用し,さらに本

格的ネットワーキングにも対応させた

いというニーズが高まっている｡一方,

デザインやち密な作図,設計の分野で

パソコンを利用したいというニーズも

増えつつある｡これらのニーズにこた

え,ビジネス用汎(はん)用機B16EX-

Ⅲ･EX-Ⅲモテルm･高精細表示のB16

HX-Ⅱを開発した(図=)｡

l. B16EX-ⅠⅡの特長

(1)CPU80286(12.5MHz)搭載によ

り,高速処理を実現した｡

X′正一

図I B16EX-Ⅲの外観

(2)3.5インチFDDl苔載により,本体の

′ト形･コンパクト化を図った｡

(3)日本喜吾自動変換システムに,前後

の文脈で適切に変換するAI機能を追加

し,日本喜吾処理を強化した｡

(4)マルチタスク対応のEX一Ⅲモデル

mを用意し,一一般APと通信ソフトおよ

び印字の同時実行を可能にした｡

2.B16HX-Ⅱの特長

(1)画面解像度1,120ドット×750ドッ

表l 主な仕様

トの高精細表示を実現した｡また,640

ドット×400トソトの標準モードサポー

トにより,APの利用範囲が拡大した｡

(2)専用グラフィックプロセッサ搭載

によりグラフィック機能を強化した｡

3.主な仕様

B16EX-Ⅲ･HX-Ⅱの主な仕様を

表1に示す｡

(日立製作所 OA事業部)

タイプ EXlII EXlll EX-1Il HX-IT HXII

項 目 FDD 20MバイトHDD 40MバイトHDD 20MバイトHDD 40MバイトHDD

メインプロセッサ CPU80286(ほ.5MHz)

メインメモリ

画面‾‾‾葡像度
lMバイト(標準)～5Mバイト(最大)

640×400/475ドット =20×750/640×400ドット
表 示 色 4′096色中16色

ファイル

標準

F D D 3.5インチ×2
H D D 20Mバイト×l 40Mバイト×l 20Mバイト×l 40Mバイト×l

ファイル

オプション

F D D 3.5インチ×l,5.25インチ×l,8インチ×2

H D D 20Mバイト×lまたは40Mバイト×l

インタ

フェース

標 準
シリアルト′F,プリンタけF,フロッピーディスクl/F,ディスプレイけF

マウスl′/F SCSlけF(HDD)

オプション
TCE接続卜作,シリアルけF,パラレルl/F,同期通信l/F,GPIBりF11,

8インチフロッピーディスクけFはか

日本語入力システム

外 形 寸 法

日本語自動変換システムV2

幅360×奥行380×高さ120(mm)
質 里 8.5kg 9kg

日立32ビットパーソナルCAD"GMM-85”,

16ビットパーソナルCAD

日立パーソナルCAD GMMは,コン

ピュータの専門家でない人々がだれでも

簡単に使用できる2次元簡易製図機と

して,昭和58年に喜延生した｡以来,GMM

は顧客のニーズにこたえるため,いく

たびかのモア､ルナェンジとエンハンス

を経て,今回32ビット対応日立パーソ

ナルCAD"GMM-85''(図1),16ビッ

ト対応の``GMM-75Ⅱ”ぉよび従来機

GMM-75の機能強化を図った"GMM-

75エンハンスキットC”を開発した｡

1.主な特長

(1)高速処理

GMM-85は,本体に32ビットパーソ

ナルコンピュータ(以下,パソコンと略

す｡)B16HXモデル386を採用し,GMM

として最高速を実現した(従来機比2.5

倍)｡また,GMM-75Ⅱは,16ビット最

新鋭パソコンB16HX-Ⅱを採用し,従

来機比1.2倍の高速化を実現した｡

(2)操作性の強化

メインメニューの追加,高速図面配

置･検索(イメージデータ表示)機能,

図面入力中の尺度変更可能などの操作
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"GMM-75Ⅱ”

性を強化した｡

(3)作図機能の強化

図I GMM-85の外観

表I GMM-85の主な仕様

補助線機能,寸法線の機能追加など,

作図機能の強化を行った｡

(4)ネットワーク対応

1()Mbpsの高速伝送を実現する

MICRONET/ETを利用し,複数台の

GMMを80Mバイトの容量を持つファ

イルサーバを中心としてLANを構築

し,図面データの集中管理,プロッタ

の共同利用,GMM間データ転送が可能

である｡

2.主な仕様

GMM【85の主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 OA事業部)

項 目 仕 様

処王里装置

HX75

C P U インテル:80386(16MHz)

演算プロセッサ インテル:88387=6MHz)
R A M ユーザーRAM･‥2Mバイト(ただLユーザーエリアは768kバイト)

表 示 文 字
漢字:40字×26行(24×24ドット)
英･数字,仮名:80字×26行=2×24ドット)

フロッピーディスク 5インチ(】.2Mバイト)lドライブ

ハードディ スク 40Mバイト内蔵
外 形 寸 法 幅435×奥行380×高さ川0(mm)
消 費 電 力 115W

質 里 ll.5kg

キーボード

KB102

キ ー 配 列 +lS配列準拠
キ ー 形 状 ステップスカルプチャ

一 致

i形 寸 法

l19

夕 幅483×奥行210×高さ41(mm)
質 量 2kg
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日立志朗寺許

シェーデイングパターン表示装置

1.本発明の背景

ドットパターン表示装置で,画面上

の任意の領域をある特定のシューディ

ングパターンとして表示する場合,特

定パターンの画面上の表示位置は,所

定のドット帽を単位として制御される

ので,シューディングパターンの輪郭

はあまり滑らかでない｡また,特定パ

ターンの隣接部分に余白ができるので,

シューディングパターンの内部が粗く

なる｡

本発明はこの問題を解決し,良質な

シューディングパターンの表示を可能

とするものである｡

2.本表示装置の動作

本表示装置の構成を図1に示す｡コ

マンドがⅠ/0ポートにセットされる｡演

算制御回路は,コマンドをアドレスレ

ジスタに転送し,このコマンドで指定

された縦座標に基づき,画面上のシュ

ーディングパターンの注目ラインが,

パターン発生器内のどの位置にあるか

を求める｡そして,その結果をアドレ

スレジスタにセットし,ドットパター

ンを発生させる｡パターン抽出･合成

〔コマンド〕

け0ポート

データレジスタ

制御部

パターン

抽出･合成部

ランダムアクセスメモリ

演算制御回路

アドレスレジスタ

パターン発生器

図I シェーデイングパターン表示装置の構成例

部は,コマンドで指定された横座標に

基づき,特定パターンの部分パターン

を抽出し,ドットパターンと部分パタ

ーンとの論理演算によって合成パター

ンを作成し,メモリ制御回路を介して

フルドットメモリに書き込む｡そして,

これらの処理を表示すべき全領域分線

り返す｡その後,フルドットメモリか

ら読み出し,CRTに表示する｡

3.!特長･効果

文字表示装置と同様の表示制御によ

メ
モ
リ
制
御
回
路

フ
ル
ド
ッ
ト
メ
モ
リ

って,比較的低価格で,

グパターンの輪郭をドッ

かに表示する｡さらに,

並
列
･
直
列
変
換

シューアイ ン

ト単位で滑ら

シューアイン

グパターン内部の余白部を減らすこと

ができる｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1385701号

(特公昭6卜55117号)

｢シェーデイングパターン表示装置+

制御装置の処理方式

l.本発明の背景 CPU

CPUとビデオ端末などの間で,両者

間のデータ転送制御を行う制御装置

(TCE)の構成は,一般に図l,2に示

すとおりで,装置制御部はマイクロプ

ログラム制御のシーケンサによって制

御される｡

このシステムで,例えばCPUからビ

デオ端末あてのデータを受信し,装置

制御部AがデータをメモリにDMAモー

TCE
CPU

次装置へ

主制御部
共通バス

装置制御部A

メモリ 装置制御部B

ビデオ プリンタ

図I TCEの構成

共通バス

｢‾
インタフェース
制 御 部

L上
プロセッサ

制 御 部

ROM

シーケンサ

同期化回路

図2 装置制御部Aの構成

ドで書く動作を繰り返しているとき,

ビデオ端末がCPUあてのデータ送信要

求を出した場合,この送信要求は,装

置制御部Aで実行中の動作と競合する｡

･従来は,この競合を避けるため,ハ

ードを二重にして並行処理するか,制

御フラグを設けて主制御部で競合制御

するかしており,処羊堅能力低下の問題

があった｡

本発明では,装置制御部中に同期化

回路を設けてこの問題を解決した｡

2.TCEの動作

主制御部から装置制御部にⅠ/0要求

が発行されると,同期化回路はそれを

検出し,シーケンサにROM読出し停止

信号を出す｡そして,主制御部の要求

を優先的に処理し,その後一時中止し

ていた処理を再開させる｡

3. 特長･効果

主制御部は,装置制御部の動作状態

を意識せずにⅠ/0要求を発行でき,処理

能力の低下がない｡また,ハードウエ

アをさして増加させる必要がない｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1315218号

(特公昭60-37939号)

｢制御装置の処理方式+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は‥･株式合札日立製イE祈 〒川0東京都千代田区丸の内一丁目5蕃l号(新丸ビル)電話(03)214-3114(直通)知的所有権本部ライセンス第二部特許営業グループ
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日立冨悪特許

データ入力装置

l.本発明の背景

金融機関のデータ入力装置では,操

作者は,まず二取引種別に対応した入力

用ガイダンスを取引キーで指定し,こ

のガイダンスに従ってデ㌧一タをキー入

力している｡この場合,操作者がガイ

ダンス指定のために押した取引キーと

は別の取引キーを押しても,その誤り

は入力装置では検出できない｡

その結果,表示されているガイダン

スに対応しない取引種別情報が入力デ

ータとともに送られてしまい,中央処

理装置で初めてその不一致を検出し,

入力装置に通知するということが従来

行われていた｡本発明は,この間題の

解決を図ったものである｡

2.本発明の動作

図lにその概要を示す｡ガイダンス

呼び出しキーとともに押された取引キ

ーに対応する取引情報がレジスタに記

憶され,これに対応するガイダンスが

ガイダンス格納用メモリから抽出され

表示装置に表示される｡操作者はこれ

に従ってデータをキー入力する｡一方,

キーボード

表示装置

レジスタ

ガイダンス格納用メモリ

送信バッファ

比較回路

回線制御装置

中央処理装置

図l データ入力装置の説明図

誤って押された取引キーに対応する取

引種別情報は,入力データとともに送

信バッファに記憶される｡

そして,中央処理装置へのデータ転

送の際には,レジスタと送信バッファ

に記憶されている二つの取引種別情報

を比較回路で比較し,その結果が不一

致の場合は,中央処理装置へのデータ

転送を禁止し,表示装置にエラー表示

する｡

3.特長･効果

データ入力時のキー操作ミスを入力

装置で検出し,常に誤りのないデータ

を中央処理装置に伝送できる｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1379017号

(特公昭6t-4馴7】号)

｢データ入力装置+
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